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概
要
書 
奈
良
時
代
前
期
の
日
本
文
学
に
お
け
る
漢
籍
受
容 
 
 
―
大
伴
旅
人
と
そ
の
周
辺
― 
李 
満
紅  
本
論
文
は
奈
良
時
代
前
期
の
日
本
文
学
に
お
け
る
漢
籍
受
容
に
視
点
を
置
き
、
『
万
葉
集
』
の
第
三
期
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
る
大
伴
旅
人
の
作
品
、
及
び
そ
の
周
辺
の
詩
歌
人
の
作
品
を
研
究
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
奈
良
時
代
前
期
は
中
国
か
ら
数
多
く
の
漢
籍
が
伝
来
し
、
ま
た
国
内
で
は
筑
紫
歌
壇
や
長
屋
王
サ
ロ
ン
な
ど
、文
芸
の
た
め
の
交
流
の
場
が
盛
ん
に
持
た
れ
始
め
た
時
代
で
あ
っ
た
が
、い
っ
ぽ
う
で
、
歌
人
の
個
性
が
開
花
し
た
『
万
葉
集
』
第
三
期
と
い
う
和
歌
史
上
の
画
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
旅
人
は
、
漢
籍
を
受
容
し
つ
つ
、
短
歌
を
中
心
と
し
て
自
身
の
詩
歌
の
境
地
を
開
拓
し
、
同
時
代
の
詩
歌
人
や
後
の
歌
人
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
、
日
本
詩
歌
史
上
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
位
置
を
占
め
る
歌
人
で
あ
っ
た
と
の
結
論
を
得
る
に
至
っ
た
。 
第
一
部
「
大
伴
旅
人
の
文
学
」
で
は
、
旅
人
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
旅
人
は
万
葉
歌
人
の
中
で
も
と
り
わ
け
中
国
文
化
、
特
に
漢
籍
の
素
養
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
彼
が
残
し
た
『
懐
風
藻
』
の
漢
詩
一
首
は
も
ち
ろ
ん
、
『
万
葉
集
』
の
約
七
十
首
の
和
歌
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
も
そ
の
影
響
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
漢
籍
の
素
養
を
背
景
に
持
ち
、
漢
詩
文
、
長
歌
、
短
歌
な
ど
多
彩
な
作
品
を
残
し
た
旅
人
が
、
と
り
わ
け
短
歌
を
中
心
に
行
っ
た
文
芸
の
営
み
を
見
つ
め
、
そ
の
発
想
や
表
現
の
特
質
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
各
章
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
第
一
章
「
詩
と
歌
と
吉
野
」
で
は
、『
懐
風
藻
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
旅
人
作
の
唯
一
の
漢
詩
で
あ
る
「
初
春
侍
宴
詩
」
と
、『
万
葉
集
』
の
巻
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
旅
人
作
の
唯
一
の
長
歌
歌
群
「
吉
野
奉
勅
歌
」
（
三
一
五
、
三
一
六
）
を
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、「
初
春
侍
宴
詩
」
の
注
釈
を
試
み
た
。「
吉
野
奉
勅
歌
」
を
、『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
た
柿
本
人
麻
呂
、
笠
金
村
、
山
部
赤
人
な
ど
い
わ
ゆ
る
宮
廷
歌
人
の
吉
野
讃
歌
や
、『
懐
風
藻
』
所
収
の
吉
田
宜
、
大
伴
王
、
紀
男
人
ら
の
吉
野
従
駕
の
漢
詩
と
比
較
し
、
さ
ら
に
『
懐
風
藻
』
に
載
録
さ
れ
た
旅
人
の
唯
一
の
漢
詩
「
初
春
侍
宴
詩
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 
「
吉
野
奉
勅
歌
」
は
『
万
葉
集
』
の
他
の
吉
野
讃
歌
と
違
っ
て
、
天
皇
・
大
宮
人
に
つ
い
て
の
描
写
が
な
く
、
そ
の
反
歌
に
は
作
者
自
身
を
主
体
と
す
る
行
為
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
む
し
ろ
『
懐
風
藻
』
の
吉
野
従
駕
詩
と
共
通
す
る
。 
「
初
春
侍
宴
詩
」
で
は
「
新
」
し
い
聖
武
朝
の
到
来
に
よ
っ
て
「
遠
」
い
持
統
の
皇
徳
が
よ
り
良
く
再
現
さ
れ
る
こ
と
を
賀
し
て
お
り
、
こ
の
構
成
も
「
吉
野
奉
勅
歌
」
と
共
通
す
る
。
旅
人
は
「
吉
野
奉
勅
歌
」
に
お
い
て
、
長
歌
か
ら
反
歌
へ
と
自
身
の
吉
野
讃
美
の
心
情
を
具
体
化
、
深
化
さ
せ
、「
昔
」
＝
持
統
朝
よ
り
「
今
」
＝
聖
武
朝
は
一
層
素
晴
ら
し
い
時
代
に
な
っ
た
と
賀
し
て
結
ん
で
い
る
。「
吉
野
奉
勅
歌
」
は
神
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亀
元
年
（
七
二
四
）
の
三
月
、
聖
武
が
即
位
後
に
行
っ
た
最
初
の
吉
野
行
幸
時
の
作
品
で
あ
り
、「
初
春
侍
宴
詩
」
は
そ
の
九
～
十
ヶ
月
後
の
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
の
聖
武
即
位
後
の
初
め
て
の
正
月
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
作
成
時
期
は
近
い
。
旅
人
の
唯
一
の
長
歌
群
と
、
同
じ
く
唯
一
の
漢
詩
が
主
題
・
内
容
・
構
成
に
お
い
て
共
通
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 
一
つ
の
主
題
を
長
歌
群
と
漢
詩
と
い
う
二
つ
の
型
を
用
い
て
表
現
す
る
旅
人
の
試
み
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
い
。
漢
詩
は
宴
の
場
で
詠
ま
れ
た
が
、
長
歌
群
は
題
詞
に
よ
れ
ば
奏
上
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
旅
人
唯
一
の
長
歌
が
未
奏
上
に
終
わ
っ
た
の
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
同
じ
内
容
・
構
成
を
も
つ
、
や
は
り
旅
人
唯
一
の
漢
詩
の
存
在
に
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。 
第
二
章
「
讃
酒
の
歌
」
で
は
、『
万
葉
集
』
巻
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
旅
人
作
の
「
讃
酒
歌
十
三
首
」（
三
三
八
～
三
五
〇
）
の
歌
群
を
研
究
対
象
と
し
た
。「
讃
酒
歌
十
三
首
」
で
は
「
酔
ひ
泣
き
」
が
良
い
と
い
う
表
現
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
当
該
歌
群
の
主
題
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
中
国
の
詩
文
に
も
、
日
本
の
文
献
に
も
、
旅
人
以
前
に
こ
の
用
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
明
ら
か
に
旅
人
自
身
の
独
創
的
な
表
現
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
十
三
首
の
う
ち
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
酒
に
対
す
る
独
自
の
思
い
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
「
猿
」
だ
と
貶
し
め
た
り
、「
賢さか
し
ら
」
だ
と
批
判
し
た
り
す
る
の
は
、
漢
籍
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
論
理
的
に
酒
を
批
評
す
る
態
度
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
旅
人
は
、「
人
生
の
憂
い
を
払
う
酒
」
と
い
う
中
国
詩
文
に
お
け
る
伝
統
的
な
酒
の
モ
チ
ー
フ
を
継
承
し
、
そ
の
上
で
、
漢
詩
で
も
な
く
、
序
で
も
な
く
、
他
な
ら
ぬ
短
歌
連
作
と
い
う
文
芸
様
式
の
中
で
、
酔
客
を
装
い
な
が
ら
「
酔
ひ
泣
き
」
が
一
番
だ
と
詠
う
独
自
の
表
現
を
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。 
「
讃
酒
歌
十
三
首
」
の
構
成
を
分
析
し
て
み
る
と
、
内
容
的
に
Ａ
～
Ｄ
ま
で
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
Ａ
「
古
の
大
き
聖
」「
七
の
賢
し
き
人
」
を
肯
定
し
、
Ｂ
「
賢
し
み
」「
賢
し
ら
」
を
否
定
、
Ｃ
酒
を
第
一
に
す
る
「
あ
る
酒
飲
み
の
男
」
が
い
て
、
あ
た
か
も
酔
い
に
任
せ
て
同
じ
表
現
を
繰
り
返
す
歌
い
手
自
身
を
描
く
。
そ
し
て
Ｄ
楽
し
く
生
き
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と
語
り
、「
あ
る
酒
飲
み
の
男
」
と
「
古
の
大
き
聖
・
七
の
賢
し
き
人
」
と
が
同
一
化
さ
れ
る
。
歌
の
配
列
順
（
①
～
⑬
）
で
示
す
と
次
の
通
り
。 
①
Ｃ
→
②
Ａ
→
③
Ａ
→
④
Ｂ
→
⑤
Ｃ
→
⑥
Ｃ
→
⑦
Ｂ
→
⑧
Ｃ
→
⑨
Ｃ
→
⑩
Ｃ
→
⑪
Ｄ
→
⑫
Ｄ
→
⑬
Ｂ 
こ
の
よ
う
に
、
内
容
面
で
の
構
成
意
図
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
作
品
全
体
の
語
り
手
と
し
て
の
自
己
と
同
一
化
さ
せ
た
「
あ
る
酒
飲
み
の
男
」
の
存
在
を
想
定
し
、
そ
れ
と
他
者
と
の
対
比
を
通
し
て
の
語
り
の
構
図
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
語
り
の
方
法
は
、
劉
伶
「
酒
徳
頌
」・
阮
籍
「
大
人
先
生
伝
」
と
共
通
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
作
品
内
部
に
自
己
と
同
一
化
さ
せ
た
一
人
の
登
場
人
物
を
設
定
し
な
が
ら
、
自
己
の
内
面
を
語
っ
て
ゆ
く
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
た
。 
「
讃
酒
歌
十
三
首
」
も
旅
人
の
自
己
劇
化
の
作
品
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
自
己
の
内
面
の
語
り
こ
そ
、
劉
怜
、
阮
籍
の
作
品
に
学
ん
だ
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
旅
人
は
、
中
国
詩
文
の
語
句
や
そ
こ
に
表
現
さ
れ
た
思
潮
の
み
な
ら
ず
、
新
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し
い
自
己
表
現
の
方
法
ま
で
を
も
そ
こ
に
学
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
中
国
詩
文
に
学
び
な
が
ら
、
旅
人
が
試
み
た
自
己
表
現
の
た
め
の
斬
新
な
語
り
の
方
法
で
あ
っ
た
。 
第
三
章
「
旅
人
と
房
前
の
往
復
書
簡
」
で
は
、
巻
五
に
収
め
ら
れ
て
い
る
大
伴
旅
人
と
藤
原
房
前
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
日
本
琴
」
贈
答
の
往
復
書
簡
（
八
一
〇
～
八
一
二
）
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
書
簡
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
作
品
は
、
漢
文
と
和
歌
の
二
部
か
ら
成
る
。
漢
文
は
あ
く
ま
で
も
、
中
国
の
書
簡
の
規
則
（
書
儀
）
に
定
め
ら
れ
た
献
物
書
簡
の
体
裁
に
沿
っ
て
作
文
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
は
当
時
日
本
に
お
け
る
琴
の
常
識
を
破
り
な
が
ら
、
両
者
の
「
琴
」
を
通
し
て
君
子
の
交
流
を
し
た
い
と
い
う
心
情
を
歌
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
往
復
書
簡
は
そ
れ
ま
で
に
例
が
な
く
、
極
め
て
特
異
な
表
現
手
法
で
あ
り
、
漢
籍
の
素
養
を
共
有
し
た
旅
人
・
房
前
に
よ
る
新
し
い
文
芸
の
試
み
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。 
『
万
葉
集
』『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
懐
風
藻
』
の
中
に
あ
る
琴
の
用
例
に
は
、『
懐
風
藻
』
を
除
い
て
、
君
子
の
交
流
を
求
め
る
テ
ー
マ
が
少
な
い
。
上
代
に
お
け
る
琴
の
役
割
は
主
に
神
意
を
請
う
呪
具
で
あ
り
、
天
皇
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
旅
人
房
前
の
往
復
書
簡
に
は
漢
籍
の
君
子
の
交
流
の
媒
体
と
し
て
の
琴
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 
 
中
国
の
書
儀
に
定
め
ら
れ
た
献
物
書
簡
の
体
裁
に
沿
っ
て
作
文
さ
れ
、「
梧
桐
日
本
琴
一
面
」
で
こ
の
往
復
書
簡
の
お
も
て
の
「
顔
」
―
献
物
状
で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
。
し
か
し
、
実
際
に
描
か
れ
た
琴
の
あ
り
方
は
、「
日
本
琴
」
本
来
の
機
能
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
中
国
の
「
琴
」
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
だ
実
態
と
し
て
の
琴
で
は
な
く
、
琴
を
君
子
の
身
を
修
め
、
心
を
正
し
く
す
る
必
要
な
道
具
と
し
、
そ
れ
と
同
時
に
君
子
の
間
の
交
流
の
媒
体
と
さ
れ
る
漢
籍
の
琴
の
要
素
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
懐
風
藻
』
を
除
く
、
他
の
上
代
文
献
に
於
け
る
琴
の
描
写
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
り
、
後
の
万
葉
歌
人
家
持
と
池
主
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
旅
人
は
夢
に
出
て
き
た
琴
の
娘
子
に
媒
体
と
し
て
の
役
割
を
与
え
、
房
前
と
の
君
子
の
交
流
に
対
す
る
憧
れ
を
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
旅
人
は
房
前
に
そ
の
日
本
琴
を
送
り
、
君
子
の
間
の
交
遊
を
実
現
し
た
い
気
持
ち
を
書
簡
に
託
し
た
。
八
一
〇
番
歌
の
「
い
か
に
あ
ら
む
日
の
時
に
か
も
声
知
ら
む
人
の
膝
の
上
我
が
枕
か
む
」
と
八
一
一
番
歌
の
「
言
問
は
ぬ
木
に
は
あ
り
と
も
う
る
は
し
き
君
が
手
馴
れ
の
琴
に
し
あ
る
べ
し
」
と
は
ま
さ
に
そ
の
気
持
ち
を
語
っ
て
い
る
。
房
前
は
返
書
に
八
一
二
番
歌
「
言
問
は
ぬ
木
に
も
あ
り
と
も
我
が
背
子
が
手
馴
れ
の
御
琴
地
に
置
か
め
や
も
」
を
記
し
、
旅
人
の
思
い
に
応
え
て
み
せ
た
。
漢
籍
の
素
養
を
有
し
た
二
人
の
、
琴
に
対
す
る
暗
黙
の
共
通
理
解
の
も
と
に
、
こ
の
往
復
書
簡
は
完
結
し
、
そ
こ
に
お
い
て
、「
日
本
琴
」
は
初
め
て
そ
の
実
態
か
ら
離
れ
、
君
子
の
交
流
の
媒
体
と
し
て
の
琴
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
旅
人
は
書
儀
の
定
め
る
体
裁
に
沿
っ
た
漢
文
の
献
物
書
簡
に
歌
を
付
し
、
房
前
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
正
式
な
体
裁
の
漢
文
の
返
書
に
歌
を
付
し
た
。
漢
文
は
あ
く
ま
で
正
式
な
書
式
に
則
り
、
歌
は
当
時
日
本
に
お
け
る
琴
の
常
識
を
破
り
な
が
ら
、
琴
を
通
し
て
交
流
し
た
い
と
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
往
復
書
簡
は
上
代
に
於
い
て
極
め
て
特
異
な
表
現
手
法
で
あ
り
、
そ
こ
に
旅
人
の
意
欲
的
な
試
み
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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第
四
章
「
追
和
の
梅
歌
」
で
は
、『
万
葉
集
』
巻
五
所
収
の
「
後
追
和
梅
歌
四
首
」（
八
四
九
～
八
五
二
）
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
四
首
を
旅
人
の
作
と
す
る
立
場
で
、「
追
和
」
の
特
殊
性
を
確
か
め
、
そ
の
上
で
、
四
首
の
内
容
、
構
成
を
考
察
し
た
。「
後
追
和
梅
歌
四
首
」
が
、
自
身
の
作
を
も
含
む
「
梅
花
歌
三
十
二
首
并
序
」
に
追
和
す
る
歌
群
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
他
の
追
和
歌
に
も
、
中
国
の
漢
詩
に
も
自
分
の
歌
・
詩
に
対
す
る
「
追
和
」
の
例
は
存
在
せ
ず
、
そ
こ
に
当
該
歌
群
の
特
殊
性
が
あ
る
。
当
該
歌
群
の
主
題
は
、
梅
花
の
移
ろ
い
を
叙
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
旅
人
自
身
の
孤
独
な
心
の
推
移
を
吐
露
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
と
よ
り
旅
人
自
身
が
主
人
を
つ
と
め
た
宴
会
で
の
歌
群
に
、
な
ぜ
旅
人
自
身
が
あ
え
て
後
に
追
和
と
い
う
形
を
と
る
必
然
性
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
宴
会
で
自
ら
詠
ん
だ
梅
の
花
の
歌
（
八
二
二
）
が
、
自
分
の
心
情
を
表
し
き
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
梅
花
の
宴
で
は
旅
人
を
含
め
三
十
二
人
が
歌
を
残
し
て
い
る
。
多
く
の
人
々
が
集
い
、
梅
花
を
賞
賛
し
あ
っ
た
宴
会
の
雰
囲
気
と
、
自
ら
の
孤
独
感
と
の
間
に
、
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
公
的
な
場
で
自
分
の
心
情
を
詠
む
の
は
場
違
い
で
あ
り
、
と
り
わ
け
主
催
者
と
し
て
の
旅
人
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
後
」
に
「
追
和
」
す
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。 
第
二
部
「
大
伴
旅
人
の
周
辺
―
懐
風
藻
の
詩
人
た
ち
を
中
心
に
」
で
は
、
日
本
現
存
最
古
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』中
の
旅
人
と
同
時
代
の
詩
人
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
。最
初
に
序
文
の
考
察
を
通
し
て
、『
懐
風
藻
』
と
い
う
詩
集
の
性
格
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
に
、
旅
人
と
同
時
代
に
生
き
、
同
じ
く
中
国
文
化
の
素
養
を
背
景
に
持
っ
た
詩
人
た
ち
の
文
芸
の
営
み
を
見
つ
め
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
と
日
本
漢
詩
の
創
作
の
跡
を
見
届
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
各
章
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
第
一
章
「
懐
風
藻
の
出
現
」
で
は
、
『
懐
風
藻
』
序
文
に
う
か
が
わ
れ
る
文
学
観
、
編
纂
意
図
を
、
『
文
選
』
序
文
と
の
比
較
を
通
し
て
論
じ
、
『
懐
風
藻
』
が
成
立
す
る
ま
で
の
経
緯
を
辿
っ
た
。
序
文
の
「
余
撰
此
文
意
者
、
為
将
不
忘
先
哲
遺
風
」
は
、
「
私
が
こ
の
詩
集
を
撰
し
た
理
由
は
、
先
哲
の
遺
風
を
忘
れ
な
い
た
め
」
で
あ
る
と
、
撰
者
の
編
纂
意
図
を
直
接
に
書
い
た
一
文
で
あ
る
。
「
先
哲
遺
風
」
と
は
、
先
哲
が
残
し
た
詩
風
と
い
う
意
味
以
外
に
、
文
学
（
漢
詩
）
を
重
視
し
た
昔
の
風
気
と
い
う
深
い
意
味
を
持
つ
。
で
は
、
「
先
哲
遺
風
」
と
い
う
「
古
」
を
重
ん
じ
る
撰
者
が
生
き
た
「
今
」
は
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
懐
風
藻
序
に
よ
れ
ば
、
『
懐
風
藻
』
が
成
立
し
た
の
は
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
で
、
孝
謙
（
在
位
七
四
九
～
七
五
八
）
の
時
代
で
あ
る
。
撰
者
は
未
詳
だ
が
、
少
な
く
と
も
孝
謙
の
前
の
聖
武
（
在
位
七
二
四
～
七
四
九
）
の
時
代
に
も
生
き
た
人
物
だ
と
推
測
で
き
る
。 
序
文
の
「
余
以
薄
官
餘
間
、
遊
心
文
囿
」
も
、
懐
風
藻
序
の
撰
者
の
編
纂
動
機
を
書
い
た
一
文
で
あ
る
。
「
余
以
薄
官
餘
間
」
の
表
現
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の
表
現
は
『
文
選
』
序
文
の
「
余
監
撫
餘
閑
」
の
模
倣
だ
が
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
意
味
は
撰
者
の
編
纂
意
図
と
関
わ
っ
て
い
る
。
「
餘
間
」
は
前
述
し
た
「
遑
」
「
暇
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
官
人
と
し
て
の
撰
者
に
は
「
暇
」
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
漢
詩
を
作
る
余
裕
が
あ
る
。
撰
者
は
未
詳
だ
が
、
撰
者
が
書
い
た
序
文
か
ら
う
か
が
え
る
漢
詩
文
の
教
養
を
考
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え
る
と
、
撰
者
自
身
も
漢
詩
を
作
っ
て
い
た
と
十
分
に
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
、
撰
者
は
漢
詩
を
作
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
漢
詩
集
を
編
纂
し
た
。
こ
こ
か
ら
も
ま
た
、
撰
者
が
人
々
に
文
学
＝
漢
詩
に
対
す
る
関
心
を
喚
起
さ
せ
よ
う
と
い
う
切
実
な
願
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
撰
者
が
生
き
た
時
代
は
決
し
て
天
下
泰
平
で
は
な
い
。 
再
び
、
『
懐
風
藻
』
序
文
の
天
智
朝
に
つ
い
て
の
記
述
の
部
分
に
注
目
し
た
い
。
白
村
江
の
敗
戦
と
百
姓
に
反
対
さ
れ
た
近
江
大
津
宮
の
遷
都
の
よ
う
な
天
智
朝
の
大
き
な
で
き
事
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
『
懐
風
藻
』
序
文
は
世
相
の
不
穏
を
意
味
す
る
記
事
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
天
孫
降
臨
か
ら
聖
徳
太
子
ま
で
の
記
述
に
お
い
て
、
撰
者
は
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
を
踏
ま
え
て
き
た
。
で
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
天
智
朝
讃
美
の
み
に
こ
だ
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
撰
者
の
文
学
観
が
あ
る
。
漢
詩
が
作
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
天
下
泰
平
の
証
明
で
あ
る
と
い
う
文
学
観
が
撰
者
の
歴
史
観
を
左
右
し
、
『
懐
風
藻
』
序
文
の
中
で
天
下
泰
平
の
天
智
朝
を
作
り
上
げ
た
。
『
懐
風
藻
』
が
編
纂
さ
れ
た
「
今
」
の
時
代
は
歴
史
上
に
お
い
て
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
言
え
な
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
撰
者
は
『
懐
風
藻
』
を
編
む
こ
と
を
と
お
し
て
、
聖
武
と
孝
謙
の
治
世
の
安
定
を
世
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
第
二
章
「
懐
風
藻
序
文
の
性
格
」
で
は
、『
懐
風
藻
』
序
文
の
天
智
朝
の
記
述
に
注
目
し
、
そ
の
出
典
と
思
し
き
唐
玄
宗
の
詩
序
の
伝
来
を
考
察
し
、
併
せ
て
玄
宗
の
表
現
が
、
序
文
に
齎
し
た
意
味
を
探
っ
た
。 
天
智
朝
の
記
述
の
部
分
は
天
智
朝
を
讃
美
す
る
表
現
が
目
立
つ
。
そ
れ
が
玄
宗
の
詩
や
詩
序
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
が
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
成
立
と
同
時
代
の
玄
宗
の
治
世
は
、
初
め
「
開
元
之
治
」
と
呼
ば
れ
、
末
期
の
安
史
之
乱
を
除
け
ば
、
政
治
が
安
定
し
文
化
も
円
熟
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
『
懐
風
藻
』
序
文
は
、
そ
の
玄
宗
の
治
世
に
天
智
の
治
世
を
投
影
し
て
い
る
。 
『
懐
風
藻
』
序
文
に
影
響
し
た
玄
宗
の
作
品
は
、
玄
宗
に
仕
え
た
文
臣
で
あ
っ
た
張
説
の
別
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
懐
風
藻
』
撰
者
は
お
そ
ら
く
遣
唐
使
で
あ
っ
た
吉
備
真
備
が
将
来
し
た
張
説
集
を
通
し
て
玄
宗
の
作
品
を
知
り
、
玄
宗
の
開
元
の
治
に
天
智
の
治
世
を
重
ね
る
べ
く
、
そ
の
表
現
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。 
第
三
章
「
紀
男
人
「
扈
従
吉
野
宮
」
詩
に
お
け
る
上
官
昭
容
詩
の
受
容
」
で
は
、
『
懐
風
藻
』
の
紀
男
人
詩
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
扈
従
吉
野
宮
」
詩
が
上
官
昭
容
詩
の
影
響
の
も
と
に
作
詩
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
懐
風
藻
』の
長
い
研
究
史
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、
詩
の
発
想
・
表
現
に
お
い
て
両
者
に
は
次
の
①
〜
③
の
よ
う
に
共
通
点
が
多
く
、
紀
男
人
が
上
官
昭
容
詩
を
座
右
に
お
い
て
作
詩
し
た
か
の
よ
う
な
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。 
①
紀
男
人
詩
の
「
攀
藤
」「
泉
石
」
は
上
官
詩
に
あ
る
表
現
。
さ
ら
に
、
紀
男
人
詩
の
「
智
与
仁
」、
及
び
「
峰
巌
」
と
「
泉
石
」
の
対
句
表
現
に
も
上
官
詩
と
の
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。 
②
紀
男
人
詩
の
「
嘯
谷
将
孫
語
、
攀
藤
共
許
親
」
と
上
官
詩
の
「
攀
藤
招
逸
客
、
偃
桂
協
幽
情
」「
跂
石
聊
長
嘯
、
攀
松
乍
短
歌
」
と
の
間
に
も
隠
遁
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
共
通
し
、
詩
の
発
想
・
表
現
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の
レ
ベ
ル
で
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。 
③
紀
男
人
詩
の
結
び
の
二
句
「
此
地
仙
霊
宅
。
何
須
姑
射
倫
」
に
は
「
今
、
自
分
が
訪
ね
て
い
る
場
所
は
既
に
神
仙
の
地
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
探
し
求
め
る
必
要
が
な
い
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
発
想
及
び
形
は
上
官
詩
の
「
何
須
遠
訪
三
山
路
、
人
今
已
到
九
仙
家
」（
其
二
十
四
）
と
一
致
し
、
ま
た
「
寄
言
棲
遯
客
、
勿
復
訪
蓬
瀛
」（
其
十
九
）
も
同
じ
発
想
で
あ
る
。 
「
扈
従
吉
野
宮
」
詩
は
、
七
一
〇
年
成
立
の
「
上
官
昭
容
詩
」
に
学
び
な
が
ら
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
六
月
か
ら
七
月
に
行
わ
れ
た
聖
武
の
吉
野
行
幸
時
に
詠
ま
れ
た
詩
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 
第
四
章
「
懐
風
藻
詩
の
注
釈
」
で
は
、
旅
人
と
同
時
代
の
詩
人
、
巨
勢
多
益
須
・
釈
弁
正
・
藤
原
史
・
紀
男
人
の
作
品
に
注
釈
を
つ
け
た
。
計
五
首
の
漢
詩
を
取
り
上
げ
、
具
体
的
な
語
句
の
解
釈
、
漢
籍
の
受
容
の
分
析
及
び
表
現
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
。
従
来
の
注
釈
書
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
、
よ
り
多
く
の
漢
籍
の
用
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
奈
良
時
代
前
期
の
詩
歌
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
漢
籍
を
目
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
か
を
解
明
し
た
。
彼
ら
は
漢
籍
の
中
の
語
句
を
い
か
に
咀
嚼
し
、
そ
れ
を
自
身
の
作
品
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
、
日
本
漢
詩
の
世
界
を
築
こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
語
句
の
借
用
で
は
な
く
、
日
本
の
歴
史
、
文
化
に
則
し
た
形
で
の
受
容
で
あ
っ
た
と
の
結
論
を
得
た
。 
「
附
論
」
で
は
高
橋
虫
麻
呂
と
大
伴
家
持
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
旅
人
は
、
い
く
つ
か
の
文
壇
・
歌
壇
が
存
在
し
た
万
葉
第
三
期
と
い
う
時
代
の
中
で
、短
歌
を
中
心
と
し
て
自
身
の
歌
の
境
地
を
開
拓
し
た
。
そ
の
個
性
を
日
本
詩
歌
史
上
に
位
置
付
け
る
た
め
に
は
、
同
時
代
の
歌
人
た
ち
や
実
子
で
あ
る
家
持
な
ど
と
の
影
響
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
高
橋
虫
麻
呂
は
旅
人
と
同
時
代
の
歌
人
で
、
同
じ
く
漢
詩
の
素
養
を
持
ち
な
が
ら
、
伝
説
長
歌
を
中
心
に
詠
み
、
旅
人
と
は
別
の
一
つ
の
個
性
を
開
花
さ
せ
た
。
家
持
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
万
葉
集
』
の
最
終
的
な
編
纂
に
深
く
関
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
歌
人
で
あ
り
、
後
代
に
続
く
短
歌
を
中
心
と
し
た
和
歌
史
の
流
れ
を
考
え
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
歌
人
で
あ
る
。 
第
一
章
「
高
橋
虫
麻
呂
歌
に
お
け
る
「
家
」
と
「
旅
」」
で
は
、
巻
九
の
高
橋
虫
麻
呂
の
「
浦
島
子
歌
」
（
一
七
四
〇
、
一
七
四
一
）
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
浦
島
子
歌
の
長
歌
に
於
い
て
八
回
も
使
わ
れ
て
い
る
「
家
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
な
が
ら
、
虫
麻
呂
の
作
意
と
表
現
法
を
考
え
た
。「
家
」
を
思
う
の
は
旅
の
歌
の
常
で
あ
る
。
旅
人
が
「
家
」
を
思
い
、
留
守
の
人
が
旅
人
を
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
共
感
関
係
が
成
立
し
、
旅
人
の
無
事
な
る
帰
郷
が
果
た
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。『
万
葉
集
』
の
行
路
死
人
歌
で
は
、「
家
」
に
戻
れ
ず
旅
先
で
死
ん
だ
者
に
、「
家
」
や
「
妻
」
の
こ
と
を
詠
み
か
け
る
こ
と
で
、
そ
の
鎮
魂
が
な
さ
れ
て
い
る
。
浦
島
子
歌
は
、
旅
に
お
い
て
「
家
」
を
思
う
人
の
自
然
の
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
故
郷
に
戻
れ
た
が
魂
の
帰
る
べ
き
「
家
」
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
浦
島
子
へ
の
、
同
情
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
虫
麻
呂
は
、
長
歌
の
結
句
に
お
い
て
「
家
と
こ
ろ
見
ゆ
」
と
歌
い
、
浦
島
子
を
鎮
魂
し
て
い
る
。
こ
の
結
句
が
冒
頭
部
の
「
釣
り
舟
の
と
を
ら
ふ
見
れ
ば
」
と
呼
応
し
、
長
歌
全
体
が
、
国
見
歌
の
基
本
型
で
あ
る
「
見
れ
ば
見
ゆ
」
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
行
路
死
人
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歌
の
発
想
と
国
見
歌
の
型
を
結
び
つ
け
た
と
こ
ろ
に
虫
麻
呂
の
こ
の
作
品
の
独
自
性
が
あ
る
。 
 
第
二
章
「
大
伴
家
持
歌
に
見
ら
れ
る
「
江
南
」
の
イ
メ
ー
ジ
」
で
は
、
巻
二
〇
の
大
伴
家
持
が
難
波
の
堀
江
で
詠
ん
だ
「
江
南
美
女
」（
四
三
九
七
）
の
歌
を
取
り
上
げ
た
。
揚
子
江
や
そ
の
江
南
地
方
は
遣
唐
使
が
中
国
に
着
い
て
、
ま
ず
上
陸
す
る
土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
家
持
は
、
交
流
が
あ
っ
た
憶
良
が
、
唐
の
地
で
難
波
津
に
思
い
馳
せ
た
歌
を
契
機
と
し
て
、
遣
唐
使
の
出
発
地
で
あ
る
難
波
津
と
、
到
着
地
で
あ
る
揚
子
江
と
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。遣
唐
使
は
揚
州
な
ど
大
都
市
か
ら
洛
陽
ま
で
は
、
中
国
の
南
北
を
結
ぶ
大
動
脈
と
も
い
う
べ
き
大
運
河
を
使
っ
た
舟
行
を
原
則
と
し
た
。「
大
運
河
」
と
は
、
六
一
〇
年
に
完
成
し
た
南
北
を
結
ぶ
運
河
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
揚
子
江
と
杭
州
を
結
ぶ
部
分
は
「
江
南
河
」
と
呼
ば
れ
る
。
唐
代
に
な
る
と
、「
大
運
河
」
が
長
安
へ
の
物
資
運
搬
の
役
割
を
大
い
に
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
こ
の
世
紀
の
大
事
業
は
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
家
持
が
難
波
の
堀
江
の
運
河
を
見
な
が
ら
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
江
南
」
と
は
同
じ
く
運
河
で
あ
る
「
江
南
河
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 「
江
南
美
女
」
の
歌
は
、
美
女
を
詠
む
の
を
題
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、「
妻
」
の
美
し
さ
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
何
も
記
さ
な
い
。「
美
し
い
」
の
は
、
あ
く
ま
で
も
花
で
あ
り
、
美
し
い
花
か
ら
美
女
を
連
想
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
江
南
美
女
の
歌
の
「
美
女
」
と
は
、
難
波
堀
江
の
美
し
い
景
の
譬
え
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
家
持
は
遣
唐
使
の
出
発
地
で
あ
る
難
波
の
地
に
於
い
て
、
難
波
の
堀
江
を
見
な
が
ら
、
遣
唐
使
ゆ
か
り
の
江
南
地
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
美
し
さ
を
讃
え
た
の
で
あ
る
。 
＊ 
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本
論
文
で
は
奈
良
時
代
前
期
の
日
本
文
学
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
と
、
日
本
詩
歌
の
創
作
の
跡
を
見
届
け
る
た
め
の
第
一
段
階
と
し
て
、
大
伴
旅
人
と
そ
の
周
辺
の
詩
歌
人
の
作
品
の
一
部
を
考
察
し
た
。 
東
ア
ジ
ア
に
う
か
ぶ
列
島
に
は
、
有
史
以
来
、
多
方
面
か
ら
多
く
の
文
物
が
流
入
し
、
そ
れ
ら
が
在
来
の
文
化
、
習
俗
な
ど
と
葛
藤
、
融
合
を
繰
り
返
し
な
が
ら
「
日
本
文
化
」
が
育
ま
れ
て
い
っ
た
。
詩
歌
の
世
界
で
は
、
口
誦
さ
れ
て
い
た
集
団
的
な
歌
謡
か
ら
、
少
な
く
と
も
個
人
の
作
と
さ
れ
た
初
期
万
葉
の
和
歌
が
生
ま
れ
、
つ
い
で
宮
廷
歌
人
の
誕
生
す
る
万
葉
第
二
期
を
迎
え
た
。
中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
は
絶
え
ず
様
々
な
「
新
」
し
い
文
化
が
伝
来
し
た
が
、
本
論
文
で
扱
っ
た
奈
良
時
代
前
期
に
は
、
遣
唐
使
な
ど
の
活
動
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
夥
し
い
数
の
漢
籍
が
伝
来
し
、
日
本
列
島
で
は
新
旧
様
々
な
文
化
が
多
彩
な
文
様
を
織
り
な
し
て
い
た
。 
大
伴
旅
人
を
初
め
と
し
た
詩
歌
人
た
ち
は
、
日
本
独
自
の
和
歌
と
い
う
文
芸
の
歴
史
を
負
い
な
が
ら
、
漢
詩
の
表
現
や
そ
れ
を
通
し
た
思
想
・
文
化
を
享
受
し
、
各
人
が
個
性
豊
か
な
詩
歌
の
境
地
を
開
拓
し
て
い
っ
た
。
旅
人
は
、
豊
か
な
漢
籍
の
素
養
を
背
景
に
、
作
歌
・
作
詩
活
動
を
行
い
、
漢
詩
、
漢
文
、
和
歌
（
長
歌
・
短
歌
）
と
い
っ
た
多
彩
な
作
品
を
残
し
た
が
、
そ
の
中
心
は
、
日
本
独
特
の
短
詩
形
式
を
持
つ
短
歌
の
創
作
で
あ
っ
た
。
多
く
漢
籍
に
学
び
な
が
ら
、「
日
本
」
の
「
歌
人
」
で
あ
る
こ
と
に
も
強
い
自
覚
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を
持
っ
た
旅
人
の
営
為
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
短
歌
を
中
心
と
し
た
そ
の
後
の
和
歌
史
の
流
れ
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。 
以
上
を
も
っ
て
、
博
士
後
期
課
程
に
お
け
る
研
究
の
総
括
と
す
る
。 
